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法人本部

１．年度重点目標総括

（１）事務部門

国保連への請求業務は、利用者様の情報一覧を作成して、請求の正確性と請求漏れ

がないように工夫し、過誤件数が昨年度よりは減少しましたが、まだまだ多い状態で

す。確認作業を見直す必要があります。

職員勤怠管理等は、２人体制で確認し、社会保険労務士事務所へ提出する勤務状況

データーにミスがないように努めました。給与支払いまでの流れを労務士事務所と話

し合いながら行っています。

経理に関しては、税理士事務所の月次監査に必要な資料の整理が期日までに間に合

わず、支障が出ました。

（２）器具備品、不動産等の管理

利用者様が安心・安全な生活を送るために、建物、器具備品の修理、保守点検が必

要と思われるものを洗い出し、整備を行いました。

グループホーム１棟の屋根に設置した、太陽光湯沸かし装置が１０年が経過したた

め点検を行ったところ、固定ワイヤーが緩んでいたため、修理を行いました。

あかしや寮多目的ホール脇の庭は、職員がレンガを敷き詰め手造りしたものですが、

老朽化で段差等があり、転倒の危険性が増してきたため、予算計上を行い、コンクリ

ート土間に改良し、車椅子でも利用できるようにしました。

不審者対策として、敷地内を見渡せるように、予算計上していた見守りカメラを３

台増設しました。施設敷地内は、ほぼ全体が確認できるようになりました。

災害時に備えた非常食や機材を収納している非常用倉庫３棟の屋根が落ち葉などで

腐食し、雨漏りしたため、補修工事を行いました。

あかしや寮とわくわくに設置している個浴用の特殊浴槽が、扉の開閉や温度調整に

不具合が続き、修理を行っていますが、修理回数は増えてきています。

通所事業所の送迎の効率を良くするため、１０人乗りの送迎車を購入しました。

わいわい敷地ののアスファルト舗装に亀裂ができてきたため、業者に修理依頼して

います。

あかしや寮やわいわいの建物や作業用の建物は、築後３０年を経過し、軒天の破損、

敷居の腐食など、細々とした修繕を行うことが増加してきています。

新型コロナウイルス対策として、消毒薬やマスク等を多めに備蓄しましたが、先が

見通せない状態のため、備蓄と節約が必要となっています。

（３）人材育成と確保及び定着

１）人材育成

利用者様により良い福祉サービスを提供するため、支援員の発想力と記録の要点を

身につけ、各種記録をスムーズに行えるように、昨年に引き続き外部講師を招き、全
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支援員を対象に研修を２回実施しました。

福祉関係の教育を受けていない支援員が多数いるため、自己研鑽に頼るだけではな

く、日々の業務にすぐに役立てることができる研修を今後も企画していきます。技術、

知識の向上を目指し、業務が難しいと感じている職員の離職防止にも役立つようにし

していきます。

ＳＳＴ（社会生活技能訓練療法）研修や摂食及び嚥下に関する基礎研修に参加し、

伝達講習を行っています。日々の支援業務に生かせる研修であり、知識、技能の向上

を期待しています。

椎茸栽培などに使用するフォークリフト運転技能講習に希望者を参加させました。

各種資格取得希望者には、取得の機会を与え、継続して就労する意欲を高めています。

全国知的障害関係施設長会議・相談支援従事者現任研修に、副主任以上の職責にあ

る者を参加させ、障害福祉の現状把握と展望を学んでいます。

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修の初年度であり、対象とな

る７名が更新しました。サービス管理責任者基礎研修２名、相談支援初任者研修と現

任者研修に各１名が参加しました。役職者に登用する研修と位置づけています。

２）人材確保と定着

インターネットの求人サイトに登録していますが、サイトを見ての問い合わせは数

件ありましたが、面接には現れないということが何度かありました。ハローワークを

通しての求人では、通所事業所には応募は多くありますが、夜勤や早番、遅番がある

入所施設では、支援員、調理員とも応募が少ない状況でした。

全役職者で求人方法の再検討を行い、仕事の内容が理解しやすいような求人票の見

直し等を行いました。

応募者は、ホームページを見て応募しとという人が多く、採用サイトの整備を検討

しています。

労働条件の改善として、年次有給休暇の計画的付与制度の導入など、年次有給休暇

を取得しやすくする環境を整えました。年末年始は、利用者様が多く休むため、臨時

休業にし、入所施設は日中活動を縮小して、全員が５日以上の年次有給休暇を取得し

ています。

（４）地域社会との連携と交流

おいらせ町社会福祉協議会主催の、「夏休みボランティア体験」では、下田中学校

生徒のボランティア体験の受け入れをしました。

就労継続支援Ｂ型事業所わいわいでは、特別支援学校より１名、１０日間の実習生

の受け入れを行っています。福祉系資格取得の実習予定は、７名の学生を受け入れま

した。

１２月には、地域住民に日頃の当法人事業への協力に対する感謝と障害者福祉サー

ビス事業への理解と啓蒙のため感謝祭を開催しています。役２００名程度の参加があ

り、ボランティアも例年より多く参加がありました。今年度目指した、活動や外出付

き添いのボランティアの登録はありませんでした。
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（５）各事業所利用者様への支援の見直しと年間事業総括

１）障害者支援施設 あかしや寮

施設入所希望者は、相談支援事業所や市町村担当課、他県からも空き状況の問い合

わせがありました。無断外出や暴力行為等といったケースが多く、検討会議や嘱託医

の意見を受け、入所に至りませんでした。

体験入所の申し込みがあり、調整を行っていましたが、本人様の都合や新型コロナ

ウイルス感染拡大に伴い、実施時期を検討中です。

業務マニュアルの見直しを行い、日課等の変更を行いました。夜勤帯で利用者様の

所在確認がおろそかになり、問題行動があったことから、夜勤帯での利用者様の行動

をしっかりと把握することを目的として、夜間帯の入浴を土曜日以外は、日勤帯の活

動終了後に変更しました。これにより、夜間に入浴支援が不要になり、利用者様の側

に多く居られるようになりました。

入浴時間の変更は、利用者様にとっては好評であり、夕食後ゆっくり過ごせるよう

になったそうです。

生活介護の活動は、利用者様から同じ事の繰り返しで面白くないとの苦情があった

ことから、ゲーム等のテキストを参考にした活動や担当支援員を指名した月案を作り、

活動の企画と準備から報告までを行うことにしました。種目によっては、利用者様の

意外な能力の発見がありました。

生産活動では、リサイクル、椎茸ホダ木移動、環境整備を主に行いました。ビニー

ルハウス周りのぬかるみを改善し、作業効率向上と安全に配慮しました。外での活動

は、心肺機能を高め、健康維持に効果があります。

個別支援計画では、サービスの質が向上するよう、外部講師を招き、個別支援の考

え方について研修会を開催しました。

健康面では、重度化、高齢化が進んできています。転倒による骨折や腸閉塞などで

入院する利用者様がおり、日頃の観察と職員の専門的知識、危機管理意識が課題とな

りました。

緊急時に家族の協力がなかなか得られず、施設に任せようとする事例もあり、利用

者様と御家族との関係をいかに維持していくか、今後の重要な課題となってきました。

業務の改善が必要な時は、迅速にマニュアル等を更新し、共通した支援を行うよう

にしました。

冬期間は、毎年１月の帰省後から、インフルエンザ感染予防のため、外出泊は停止

していますが、インフルエンザの発症者がいませんでしたが、新型コロナウイルス感

染防止のため、３月に保護者様へ当分の間、面会を含め、外出泊の自粛を要請しまし

た。利用者様が最も楽しみにしている外出ができなくなるため、ストレスの解消を考

えていきます。

２）就労継続支援Ｂ型事業所 わいわい

採算がとれない椎茸栽培をあかしや寮に返し、あかしや寮から生椎茸を購入して、

乾燥椎茸に加工して販売することにしました。
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昨年度途中より再開した惣菜やお菓子の食品販売事業は、固定客が付いてきてい

ますが、今迄のやり方にこだわり、売れ残りがあってもその原因分析がなされてい

ません。ロスのない販売ができるように工夫が必要です。

定員２０名に対し、登録者数は１４名となりました。週２回や月１回だけ利用す

る方でも、欠席することあり、利用率は低迷しています。。

３）生活介護事業所 わくわく

利用者様は定員には達しましたが、休む人も多いため、利用率は昨年と変わりはあ

りません。

活動内容は、利用者様の希望や好みを尊重して行っていますが、新たに希望を取り

入れることなく、固定された活動を毎週繰り返しているため、新しいプログラムの導

入を目指しています。

他利用者様に、いたずらや暴力を振う、自分勝手な行動を取る利用者様に対し、何

かすると虐待になるのではと萎縮し、毅然とした指導、支援が行えず、利用者様の社

会性の獲得を阻害していることがありました。支援方法の再検討と統一が必要です。

てんかん発作が多い方、酸素吸入や喀痰吸引が必要な方など、様々な障害を持つ利

用者様がいるため、活動時には細心の目配り、気配りを怠らないように支援し、事故

が起きないようにしていきます。

４）共同生活援助事業所 すみれハイツ

若年性認知症の方が、グループホームでの生活が難しくなり、退所となりました。

胆のう炎などの治療で入院していた男性入居者が、退院直前に脳梗塞を発症し、介護

施設への入所となりました。６５歳以上の高齢者が何名かいるため、日中活動の事業

所とも連絡を密にして、健康管理に努めていきます。

入居希望の体験利用を１名受け入れましたが、神経症による失立発作を何度も繰り

返すことから、夜間に支援員が常駐していないため、受け入れは困難と判断しました。

グループホームからの緊急搬送や急な入院があり、支援員、世話人の迅速な対応が

求められました。緊急連絡シートを作成し、即時対応ができるようにしました。

５）相談支援事業所 あかしや寮総括

相談契約者は７４名となっており、内訳として特定相談支援対象者６９名、障害児

相談支援対象者は５名です。計画相談については、前年度とほぼ人数は変わりなく、新規

の利用者様はありませんでした。

新型コロナウィルスによる学校の休校など、行政や関係事業所と調整の数が増加していま

しました。

停滞なく計画相談を実施し、本人様に合ったサービスが提供されているか、見えて
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いない課題はないか、職員間で話し合いを行いながら、利用者様主体の計画作成に努

めました。

モニタリング報告書、サービス等利用計画書の提出に遅れが出ないよう、早め

の連絡調整や作成業務に努めました。

６）放課後等デイサービス事業所 キッズハウス ピッピ

現在４名の児童が利用しています。各利用者様に合わせたプログラムを作成し、発

達の可能性を引き出したく、支援をしてきました。男子児童達の気分に振り回される

事が多く、一日のプラグラムは計画通りに行えないことが多々ありました。

令和元年１０月に、男子児童１名が退所すると、残った男子児童も利用を拒否する

言葉が聞かれるようになりましたが、１月に２名の利用者様が新規に入ると先輩振る

言動が聞かれ、落ち着きを取り戻し、少し成長したように見えます。

令和２年１月頃より新型コロナウイルスの影響で、外出がなくなり、事業所内だけ

での活動が主となっています。職員の創意工夫した活動で毎日を乗り切っています。

三沢小学校、甲洋小学校の特別支援学級と関係機関連携会議を開催し、利用児童の

支援に生かしました。４月からは、小学１年生の新規利用予定があります。
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障害者支援施設 あかしや寮

１．利用者様の状況

（１）障害者支援施設 あかしや寮 入所

１）支援程度区分

定員 現員 区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

男性 ０ ０ １ ３ ８ ８ ２０

４０ ３８ 女性 ０ ０ ０ ５ ６ ７ １８

計 ０ ０ １ ８ １４ １５ ３８

平均区分：全体５．１ 男性５．１ 女性５．１

２）利用者の年齢

年齢 １８～ ２６～ ３１～ ３６～ ４１～ ４６～ ５１～ ５６～ ６１～ ６６～ 計
２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７５

男 ０ １ ２ ２ ３ ０ ７ ２ １ ２ ２０

女 １ ０ １ ３ １ １ ８ １ ０ ２ １８

計 １ １ ３ ５ ４ １ １５ ３ １ ４ ３８

平均年齢：全体 ４７．８歳 男性：４９．３歳 女性：４６．３歳 最少年齢：２１歳 最高年齢：６９歳

３）出身地

市 八 三 十 む お 六 東 横 五 田 六
戸 沢 和 つ い 戸 北 浜 戸 子 ヶ

町 市 市 田 市 ら 町 町 町 町 町 所 計
市 せ 村

村 町

男 ４ ７ ０ １ ４ １ ２ ０ ０ ０ １ ２０

女 ０ ３ ５ ０ ４ ２ １ １ １ １ ０ １８

計 ４ １０ ５ １ ８ ３ ３ １ １ １ １ ３８

４）月別施設利用状況 定員４０名

施設入所支援 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） １ ,１５３ １ ,１９１ １ ,１６６ １ ,１９３ １ ,１４２ １ ,１６４ ７ ,００９

平均(人） ３８．４ ３８．４ ３８．８ ３８．４ ３６．８ ３８．８ ３８．２

利用率（％） ９６．０ ９６．０ ９７．１ ９６．２ ９２．０ ９７．０ ９５．７

施設入所支援 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） １ ,１８５ １ ,１４３ １ ,１９３ １ ,１６８ １ ,１３１ １ ,１８２ １４ ,０１１

平均(人） ３８．２ ３８．１ ３８．４ ３７．６ ３９．０ ３８．１ ３８．２

利用率（％） ９５．５ ９５．２ ９６．２ ９４．１ ９７．５ ９５．３ ９５．６
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（２）障害者支援事業所 あかしや寮 生活介護

１）支援区分 令和 ２年 ３月３１日現在

定員 現員 区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

男 ０ ０ １ ３ ８ ９ ２１

４０ ３９ 女 ０ ０ ０ ５ ６ ７ １８

計 ０ ０ １ ８ １４ １６ ３９

平均区分：全体５．１ 男性５．１ 女性５．１

２）利用者の年齢

年齢 １８～ ２６～ ３１～ ３６～ ４１～ ４６～ ５１～ ５６～ ６１～ ６６～ 計
２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７５

男 ０ １ ２ ３ ３ ０ ７ ２ １ ２ ２１

女 １ ０ １ ３ １ １ ８ １ ０ ２ １８

計 １ １ ３ ６ ４ １ １５ ３ １ ４ ３９

平均年齢：全体 ４７．６歳 男性：４８．８歳 女性：４６．３歳 最少年齢：２１歳 最高年齢：６９歳

３）出身地

市 八 三 十 む お 六 東 横 五 田 六
町 戸 沢 和 つ い 戸 北 浜 戸 子 ヶ 計
村 市 市 田 市 ら 町 町 町 町 町 所

市 せ 村

男 ４ ７ ０ １ ４ ２ ２ ０ ０ ０ １ ２１

女 ０ ３ ５ ０ ４ ２ １ １ １ １ ０ １８

計 ４ １０ ５ １ ８ ４ ３ １ １ １ １ ３９

４）月別施設利用状況 定員４０名

生活介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） ８６９ ９０７ ７９８ ９１０ ８２２ ８３７ ５ ,１４３

平均(人） ３９．５ ３９．４ ３９．９ ３９．５ ３７．３ ３９．８ ３９．２

利用率（％） ９８．７ ９８．５ ９９．７ ９８．９ ９３．４ ９９．６ ９８．１

生活介護 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ９０４ ８２１ ８６７ ８８３ ８００ ８５９ １０ ,２７７

平均(人） ３９．４ ３９．０ ３９．４ ３８．３ ４０．０ ３９．０ ３９．１

利用率（％） ９８．２ ９７．７ ９８．５ ９５．９ １００ ９７．６ ９８．０
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２．年度重点目標達成状況

個別支援計画は、個々の思いを尊重し、「本人の役割」を追加し、目標達成に向け、

利用者様と一緒に取り組みました。

個々の考えや障害特性に配慮した支援と活動の提供を行いました。利用者様からの苦

情や要望には、自治会「フレンズ」を中心に、解決に向けた迅速な対応を行いました。

身体機能や認知機能の低下には、医療機関、各関係機関と連絡を取り合い、対応しま

した。インフルエンザに感染した利用者様はいませんでした。

３．利用者様支援

（１）生活支援

個別支援計画に基づいた支援を行い、心身とも健康で快適な生活を送る事ができる

ように、食事、排泄、入浴、睡眠などの日常生活支援を行いました。

日中活動では、昨年度に利用者様から、同じ事ばかりで面白くないとの声が多かっ

たため、興味を持って活動する事ができるように工夫しました。

生産活動では、体力維持と働く事で工賃を得る喜びを得るために、椎茸栽培やリサ

イクル活動の環境を整えました。

看護師、栄養士、関係機関と連携を図り、身体機能の維持、向上、健康管理にも努

めました。

利用者様の重度化、高齢化により、身体介護を必要とする利用者様が増加傾向にあ

ります。介護保険施設への移行が利用者様の為になると思われる時は、御家族と協力

して進めています。本人が希望して有料老人ホームに移行した方もおりました。

セラピー犬が亡くなった事によるペットロスから、情緒不安定になった利用者様が

いました。新しいセラピー犬が来たことにより、安定しました。

（２）生活訓練

生産活動での椎茸栽培とリサイクル活動では、工賃を得ることで、達成感や持続力、

協調性、社会性を養い、体力増進にも努めました。

軽運動は、筋力、健康維持を目指しました日々、違った活動を提供することで活動に

興味を持ち、参加する利用者様が増えました。

外出や買い物、地域行事への参加は、利用者様にとって楽しみな時間であり、社会

生活上のマナーを習得する機会となりました。誤嚥の危険がある利用者様への外出時

の飲食に対する職員の配慮不足が見られました。

洗濯や衣類の整理、居室の掃除等は、個別に支援の日を設け、確実に支援を行える

よう日課の整備を行いました。

（３）日中活動

今までの固定化された活動内容を改め、１２冊のレクリエーション教本を元に、３

ヶ月から４ヶ月を１周期として、毎日違う内容の活動を提供し、利用者様の反応を、

観察、記録、統計をとりました。

利用者様の反応が良かったもの、利用者様の年齢、体力に合わせてアレンジができ
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るもの、支援に改良の余地があるもの、普段参加しない利用者様が興味を示したもの、

参加希望人数が多かったものに重点を置き、活動内容を決定しました。

その結果、利用者様の意外な能力を発見することが出来ました。

（４）生産活動

１）椎茸栽培

今年度より、椎茸栽培は利用者様の体力維持のためと、就労継続支援Ｂ型事業所わ

いわいの利用者減により、あかしや寮に移行しました。収穫した椎茸は、あかしや寮

厨房で使用する分を除き、わいわいに販売しています。

夏場には、定期的に散水を行い、高温対策に努めましたが、菌の育成状況に影響が

出て、８月の収穫量が減りました。

原木２，０００本を購入し、１月より植菌作業を行いました。利用者様には、植菌

作業の補助やホダ木運びに携わっていただきました。

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

椎茸収穫量 ㎏ ５３．７８ １１４．８５ ７４．７６ ２２７．１７ ３４．２６ １６８．５

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

椎茸収穫量 ㎏ ３２０．６２ １０２．２１ ８７．７４ ８６．０５ ５４．５９ １０３．３

２）リサイクル活動

分別作業では、アルミ缶とスチール缶が混ざらないよう、最終確認は、支援職員が

行い、混在しないよう徹底しました。買取業者からは、苦情などはありませんでした。

分別後の缶は、可能な限り缶潰し機で圧縮し、精算時の輸送回数とガソリン代の削減

に努めました。

１２月１日より、段ボールやペットボトルの買取価格が減少したため、売上が２万

円程低下しました。

作業終了後には、洗剤を使用して、作業場の床の洗浄、使用した道具の清掃を行い、

活動場所の清潔保持に努めました。

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

売上げ ４２，６５０ ６５，２９５ ６０，９７５ ６１，１５３ ５５，４２７ ５８，００５

経 費 ２１，４７９ ２８，６１３ ２７，９０１ ２４，１１７ ２６，６３７ ３０，８９２

工 賃 ２１，１４０ ２９，５６５ ２８，８９５ ２６，３８０ １８，３７０ ２２，７９０

総利益 ３１ ７，１４８ １１，３２７ ２１，９８３ ３２，４０３ ３６，７２６

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

売上げ ６１，９６３ ５４，２４７ ３５，３７２ ４６，５５４ ３７，５７１ ２６，９３９

経 費 １６，８６９ ２９，４０６ ２３，２７８ ２３，５４２ １７，６８４ ６２，０６２

工 賃 ２５，６７５ ２５，８７５ １１，２９２ ２１，４９０ ２０，４０５ ２１，６４５

総利益 ５６，１４５ ５５，１１１ ５５，９１３ ５７，４３５ ５６，９１７ １４９



- 10 -

（５）余暇活動

入浴時間が、重度の利用者様は午前、中軽度の利用者様は午後の活動終了後に変更

しました。利用者様からは、夕食後好きなテレビを観ることができる、ゆっくり過ご

す事ができる等の意見が聞かれました。反面、就寝薬服用や治療が終わると就寝して

しまう利用者様も多く、就寝時間が早くなりました。

５月の連休やお盆、年末年始には、帰宅されない方は外出や施設内での催しを時間

を設けました。１月からはインフルエンザ、その後の新型コロナウイルスの感染拡大

予防のため、外出できない状況となりました。

（６）健康管理

看護師と連携し、体調不良の早期発見と治療に努めました。朝と入浴前には、高血

圧症の利用者様のバイタル測定を行い、健康管理に努めました。入浴、排泄時には身

体チェックを行い、怪我や体調を確認しました。

自分で出来ない利用者様は、歯磨き介助を行い、自分の歯で食べる事を楽しめるよ

うに支援しています。

屋外活動を行い、身体能力の維持、向上にも努めました。新型コロナウイルス感染

拡大に伴い、手洗いの指導を再度行い、感染予防には手洗いが重要なことを意識付け

ました。

換気や消毒、掃除の確認表を活用し、施設内の清潔と健康管理に努めています。イ

ンフルエンザ、新型コロナウイルスの感染者はありませんでした。

利用者様の行動を把握し、変化への気づき、記録を取ることで、変調への早期発見

や対応に努めました。異常が見られた時は、看護師へ報告して通院を行い、医療機関

や家族との迅速な対応を行いました。

（７）食事介助等

給食会議では、利用者様の食事や健康状態を議題にし、状況に応じた食事形態での

食事提供を工夫をしました。

食事前後には手洗い、消毒、挨拶、テーブル拭きなどのマナーと衛生面に対する支

援を行っています。エプロンや自助食器を使い、自分で食べる事ができる利用者様に

は、能力の維持に努めました。

咀嚼や嚥下能力低下している利用者様は、支援員が見守り、介助を行っています。

４．建物・設備・備品等管理

居住棟・寝具管理

寝具のシーツ類は、週に一度交換し、汚損があった場合は直ちに交換しています。

半年に一度、大掃除を行いました。建物の確認をして修理を行っています。
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５．年間行事計画等

月 行事・イベント等 月 行事・イベント等

４月 創立記念日・家族交流会 １０月

道路清掃 前期健康診断

５月 ゴールデンウイーク帰省 １１月 観光旅行 仙台市内

花見会

６月 家族交流会・フラワーデイ １２月 利用者様忘年会

（花壇作り） 日帰り観光旅行 盛岡市

７月 歯科検診、炊き出し訓練 １月 冬季帰省

日中活動参観日

８月 夏季帰省 ２月

海を見に行こう

９月 三者面談会 ３月

６．研修計画

業務マニュアルの読み合わせを行い、業務内容や共通理解事項を再確認しました。６

月、１月には、講師を招き、個別支援計画書の作成について研修会を行いました。外部

研修に参加した職員による伝達研修を行い支援技術の向上を図りました。

ケース記録で注意する点や良い例、悪い例など、過去の研修で有用と思われる研修の

振り返りを行い、日々の業務に生かすように努めました。

４月 事業計画書の読み合わせと確認

５月 業務マニュアル確認

６月 個別支援計画書について（外部講師：宇恵野 晋氏）

８月 研修報告（摂食及び嚥下に関する基礎研修）

９月 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設について

１０月 研修報告（ソーシャルスキルトレーニング）

１月 個別支援計画書について（外部講師：宇恵野 晋氏）

１月 平成３０年度介護記録研修 振り返り

３月 てんかん発作時の対応について
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短期入所事業

１．利用状況

短期入所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人（人） ６ ５ １１ １６ １４ ９ ６１
定員２

平 均（人） ０．２ ０．１６ ０．３５ ０．５１ ０．４５ ０．３ ０．３３

利用率（％） １０ ８ １８ ２５ ２２ １５ １６

短期入所 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ４ ７ １０ １８ １３ １２ １２５
定員２

平 均（人）０．１２ ０．２３ ０．３２ ０．５８ ０．４５ ０．３９ ０．３４

利用率（％） ６ １１ １６ ２９ ２２ １９ １７

２．年度重点目標報告

短期入所をされた時は、事故、怪我等がなく過ごせるように支援にあたりました。イン

フルエンザ流行時期には、事前に御家族へ確認を行い、来寮時には検温を行い、健康面の

配慮にも努めました。短期入所の要望には、断ることなく受け入れすることができました。

短期入所利用者様の衣類等を返し忘れることがありました。利用者様の所持品は支援員２人で

確実に確認を行い、チェックシートへ記載し、紛失、返し忘れがないように対応しています。

３月からは新型コロナウイルス感染対策として、利用時の健康管理を、更に強化しています。

日中一時支援事業

１．利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

人数（人） ０ ２ ０ ２ ０ ２ ６

実人数（人） ０ １ ０ １ ０ １ ３

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

人数（人） ２ １ ２ １ ３ １ １６

実人数（人） １ １ １ １ １ １ ９

２．年度重点目標報告

利用の申し込みは、問題行動がない限り受け入れました。主な利用者様は、当法人通所

事業所及び、以前より利用している方で新規の利用はありませんでした。
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就労継続支援Ｂ型事業所 日中活動支援センター わいわい

１．利用者様の状況

１）支援区分 令和 ２年 ３月３１日現在

定員 現員 区分 判定なし １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

男性 ２ ０ ０ ４ ２ ０ ０ ８

２０ １４ 女性 ２ ０ １ ２ １ ０ ０ ６

計 ４ ０ １ ６ ３ ０ ０ １４

平均区分：全体２．２ 男性２．５ 女性２．０

２）利用者の年齢

年齢 １８～ ２６～ ３１～ ３６～ ４１～ ４６～ ５１～ ５６～ ６１～ ６６～ 計
２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７５

男 ２ １ ０ ０ ０ １ ０ ２ １ １ ８

女 ０ １ ２ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ６

計 ２ ２ ２ １ ０ ２ １ ２ １ １ １４

平均年齢：全体４２．２歳 男性：４５．０歳 女性：３８．５歳 最少年齢：１９歳 最高年齢：６８歳

３）出身地

市 八 三 青 お 六 階 十
戸 沢 森 い 戸 上 和

町 市 市 市 ら 町 町 田 計
せ 市

村 町

男 ２ １ １ １ １ １ １ ８

女 ３ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ６

計 ５ １ １ ４ １ １ １ １４

４）月別施設利用状況 定員２０名

就労継続支援 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） ２８６ ２９２ ２６７ ２６５ ２３７ ２５６ １ ,６０３

平均(人） １３．０ １２．６ １３．３ １１．５ １０．７ １２．１ １０．１

利用率（％） ６５．０ ６３．４ ６６．７ ５７．６ ５３．８ ６０．９ ６１．２

就労継続支援 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ２８２ ２４１ ２４０ ２５５ ２２５ ２５３ ３ ,０９９

平均(人） １２．２ １１．４ １１．４ １１．５ １１．２ １１．５ １１．３

利用率（％） ６１．３ ５７．３ ５７．１ ５７．９ ５６．２ ５７．５ ５８．３
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２．年度重点目標達成状況

平均工賃１５，０００円の目標設定を達成することができませんでした。清掃委託業

務や三沢基地航空祭の出店収入に依存したためであり、移動販売での惣菜や菓子類の販

売方法に創意工夫も無く、採算が見合わない乾燥椎茸、干し大根の製造に固執し、新規

の作業種目の開発を怠った結果です。利用者様に高賃金を支払い、地域生活を充実した

ものにするためにも、不採算部門を整理して、高収入が得られる作業を開発しなければ

なりません。

３．利用者様支援

（１）就労継続支援

１）椎茸栽培加工

今年度より、あかしや寮へ椎茸栽培が移行となりました。生椎茸を購入する形をと

り、購入した生椎茸は、干し椎茸等に加工して販売しました。

２）園芸畑作

アザレアを小中学校、保育園から受注する際、例年と違い、６から８割咲きでの納

品依頼が多くありました。開花状況は良好でしたが、暖冬の影響で害虫が発生し、葉

や蕾へ害虫が入り込みがありました。早急に薬剤散布対応しましたが、納品できない

状態の物がありました。業者へ追加発注し、納品分を確保しました。

蕾状態を保つため、ハウス内開閉や加温機温度設定の管理を徹底することで、注文

条件に適した状態で納品ができました。

３）清掃業務委託

あかしや寮清掃業務を１１月迄は、週５日午前に、利用者に職員が付き添い行って

いましたが、１２月より、午前午後の清掃となりました。

４）飲食店（レストラン「味彩亭」）

６月末まで週５日、利用者様２名が働いていましたが、７月から利用者１名の方が

職業訓練を受けるため４ヶ月間休みました。職業訓練を修了した後、再利用しされま

したが、一般就労を目指しています。利用者様の勧誘を行っていますが、調理作業に

参加できる利用者様の確保には至っていません。

５）販売事業

惣菜やデザート、どら焼き、生椎茸、干し椎茸、切干大根などを曜日毎に移動販売

車で販売しました。惣菜や菓子類は、お客様から好評で安定した売上を上げています。

移動販売は、安定した売上を見込みましたが、お客様へのアピール力が足りず、更

なるお客様獲得や売上向上になりませんでした。職員の工夫が足りませんでした。

下田温泉ゆ～らくえん内で、アイスクリームの無人販売をしていますが、万引きが

絶えないため、防止対策を講じながら販売しています。
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①地域販売

のぞみ園祭 令和元年６月９日

販売品：唐揚げ、蒸しパン、焼きそば、ナポリタン、どら焼き､各主椎茸製品､飲料水

すこやか祭り 令和元年７月２０日

販売品：唐揚げ、焼きそば、ナポリタン、どら焼き、各種椎茸製品、飲料水

２０１９ガーデンフェスティバル

販売品：唐揚げ、蒸しパン、焼きそば、ナポリタン、どら焼き、かき氷、各種椎茸製
品、飲料水

航空祭 令和元年９月８日

販売品：目玉焼きそば、お好み焼き、ペットボトル飲料水

秋の農業まつり 令和元年１０月２７日

販売品：目玉焼きそば、唐揚げ、ナポリタン、どら焼き、生椎茸、干し椎茸丸、干し
椎茸かけ葉、ペットボトル飲料水

北公民館文化祭 令和元年１１月２日

販売品：目玉焼きそば、唐揚げ、肉まんあんまん、切干大根ミックス、どらやき、生
椎茸、干し椎茸丸、干し椎茸かけ葉、ペットボトル飲料水

創心会 令和元年１２月１日

販売品：３，０００円オードブル×２

歳末感謝祭 令和元年１２月１５日

販売品：シャモロックラーメン、目玉焼きそば、たこ焼き、炊き込みご飯、唐揚げ、
肉まん、あんまん、焼き鳥、フライドポテト、お好み焼き、ホットコーヒー、各種ど
ら焼き、生椎茸、各種干し椎茸、切干大根、ペットボトル飲料水

創心会 令和２年１月２５日

販売品：４，０００円オードブル×３

木ノ下墓地管理会 令和２年２月８日

販売品：３，０００円オードブル×５

おいらせ町社会福祉大会 令和２年２月８日

販売品：唐揚げ、蒸しパン、あんドーナツ、目玉焼きそば、どら焼き、干し椎茸スラ
イス、干し椎茸かけ葉

木ノ下町内会 令和２年３月８日

販売品：３，５００円オードブル×１０
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②地域販売収益状況 単位：円

行 事 名 施設製品販売額 食品調理販売額 合 計

のぞみ園祭 ３０，１００ １，９００ ３２，０００

すこやか祭り ２，７３０ １２，２４０ １４，９７０

ガーデンフェスティバル ７００ ３１，３００ ３２，０００

三沢基地航空祭 ４５９，０５０ ４５９，０５０

秋の農業まつり ３１，５６２ ２１，１５０ ５２，７１２

北公民館文化祭 ６，５３４ ４０，６１２ ４７，１４６

創心会 ６，０００ ６，０００

歳末感謝祭（折半） ５３，１１０ １９，４７０ ７２，５８０

創心会 １２，０００ １２，０００

木ノ下墓地管理会 １５，０００ １５，０００

おいらせ町社会福祉大会 ２，５４８ １３，５００ １６，０４８

木ノ下町内会 ３５，０００ ３５，０００

（２）生活支援

軟膏塗布が困難な方、下着確認が必要な方への支援を行いました。

（３）就労支援

ハローワーク三沢で職業訓練を利用し、パソコン教室へ７月から４ヶ月受講された

方が１名いました。令和２年３月にハローワークの会社説明会へ参加予定でしたが、

新型コロナウイルスの影響により、延期となっています。

（４）相談援助

利用者様より、職員の言動が自分に取って気になる表現・嫌な気分になる表現、他

利用者様を怒る表現をしたとの訴えが、担当相談支援専門員にありました。すぐに、

担当相談員、管理者、現場責任者、わいわい全職員と検証を行いました。利用者様へ

の言葉遣いや振る舞いなどを改め、取り組んでいます。

（５）食事提供

あかしや寮厨房で調理した物を事業所内の厨房で盛り付けをして、提供しています。

食事量の調整など、利用者様の問題点を話し合い、栄養面、体重管理などに努めてい

ます。

利用者様には、配膳前に、必ず手洗い、うがい、消毒を実施したかを再確認し、衛

生面に気をつけました。
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（６）健康管理

毎朝のミーティング時、健康状況などを確認し合い、異常を確認した場合は、即対

応しています。

活動後に必ず、手洗いの徹底に努めています。利用者様は、自発的に行える方が殆

どですが、できない方には支援しています。

毎月体重測定、５月、１２月健康診断、７月、２月歯科検診を行いました。

健康診断と歯科検診の検査結果は保護者様へお渡ししました。

服薬が必要な方へ声掛け支援し、薬の飲み忘れがないようにしました。

４．建物・設備・備品等管理計画

２カ所のビニールハウスの屋根張り替えと破損個所の補修を行いました。清水基金ハ

ウス内外補修、事業所内食品加工用冷蔵庫内の定期的な掃除を行い、整理整頓と衛生管

理に努めました。

加工棟乾燥機内掃除、薪ストーブ内清掃を実施しました。定期的に事業所周辺の環境

整備に努めました。

５．年間行事

月 行 事 内 容

４月 創立記念日、近隣道路清掃実施しました。

６月 近隣道路清掃実施しました。

８月 事業所大掃除実施しました。

１０月 近隣道路清掃実施しました。

１２月 昭壽会利用者忘年会実施しました。大掃除実施

１月 初詣実施しました。

６．研修計画

法人全支援員を対象とした、個別支援計画に関する研修を、年２回実施しました。

わいわい内でのスキルアップ研修は、行っていません。
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生活介護事業所 わくわく

１．利用者様の状況

１）支援区分 令和 ２年 ３月３１日現在

定員 現員 区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

男性 ０ ０ ０ ２ １ ２ ５

１０ １０ 女性 ０ ０ １ ０ ２ ２ ５

計 ０ ０ １ ２ ３ ４ １０

平均区分：全体５．０ 男性：５．０ 女性：５．０

２）利用者の年齢

年齢 １８～ ２６～ ３１～ ３６～ ４１～ ４６～ ５１～ ５６～ ６１～ ６６～ 計
２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７５

男 ２ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５

女 １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ５

計 ３ １ １ ３ １ ０ ０ ０ ０ １ １０

平均年齢：全体３９．１歳 男性：３０．２歳 女性：４０．０歳 最少年齢：１９歳 最高年齢：７０歳

３）出身地

市 三 横 お 六 東 五
沢 浜 い 戸 北 戸

町 市 町 ら 町 町 町 計
せ

村 町

男 １ ０ ２ １ １ ０ ５

女 ２ １ １ ０ ０ １ ５

計 ３ １ ３ １ １ １ １０

４）月別施設利用状況 定員１０名

生活介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） １８０ １８８ １７４ １９８ １７３ １８４ １ ,０９７

平均(人） ８．１ ８．１ ８．７ ８．６ ７．８ ８．７ ８．３

利用率（％） ８１．８ ８１．７ ８７．０ ８６．０ ７８．６ ８７．６ ８３．７

生活介護 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ２０６ １７８ １６５ １７３ １５４ １７４ ２ ,１４７

平均(人） ８．９ ８．４ ７．８ ７．８ ７．７ ７．９ ８．１

利用率（％） ８９．５ ８４．７ ７８．５ ７８．６ ７７．０ ７９．０ ８１．５
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２．年度重点目標達成状況

４月から登録利用者様が１１人となりましたが、定期通院や急に休む利用者様もおり、

利用率は思うように向上していません。

八戸高等支援学校や七戸養護学校等に受け入れ状況を伝えていますが、利用者様の確

保と利用率の向上が課題となります。

保護者と本人を交えた３者面談を年２回行い、本人、保護者の意向などを伺っていま

すが、支援会議で目標設定、支援内容、支援方法を検討しても、全支援員が個別支援計

画書に従ったサービス提供が行えず、意思統一が必要です。

利用者様の自己選択や自己決定を尊重し、個々の能力を引き出すことができるように、

情報提供に努めました。

認知症の利用者様や高齢の利用者様、重複障害の利用者様等も利用されているため、

安全面に配慮した支援を心がけました。

地域で生活するための生活習慣やマナーの習得を行っています。

３．利用者様支援

（１）生活支援

調理活動や音楽活動は、利用者様が楽しみにしている活動で、準備や片付けも積極的

に行っています。協力して行う事で協調性や社会性を身につけることができる場とした

いと考えています。調理活動の際の手洗いやエプロン、三角巾を着用し衛生面にも十分

留意しています。

来所時や帰宅時の挨拶は、以前はありませんでした。現在は自ら挨拶するようになっ

てきています。食後のテーブル拭きや食前食後の挨拶を行うよう、マナーについても支

援しています。

排泄の際は、拭き取りができない利用者様もおり清拭支援を行っています。口腔ケア

にも力を入れ、磨き残しがないように指導、介助を行いました。

（２）生活訓練

地域で生活する為に必要なルールや、迷惑になる行動は何かについて、具体的に説明

を行っています。活動内で他の利用者様の手伝いをしたとき等は、褒めて、本人様が自

発的に協力する動機付けとしています。

隣接する公衆浴場を利用する時は、着替えや道具の準備を自分で出来るように支援し、

入浴時のマナーについても、毎回指導しました。

（３）創作活動

利用者様一人一人の個性を表現してもらうため、創作の時間を提供しています。大き

な画用紙全面に絵を描く利用者様、新聞紙でこよりを作り、積み上げてオブジェを作っ

たりする方もいました。

手芸の好きな利用者様は、裂き織りのバックや財布を作るなど、手先が不器用だと思
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っていた利用者様が意外な才能を見せています。

一人１点作品を完成させ、「Art to you作品展」に応募しましたが、今回は入選しませ

んでした。

ＮＨＫハート展に１名の利用者様の詩を応募しましたが、入選しませんでした。利用

者様はその後も詩作を続けています。

利用者様全員で、牛乳パックを利用した「廃油吸い取り紙」や裂き織りを加工して作

成したバックなどを日中活動参観日や昭壽会感謝祭で販売しました。利用者様は、本人

様の作品が売れたことを喜んでいました。

今後も作品の販売を通じて、創作活動への意欲向上を目指します。

（４）健康管理

重度の障害がある利用者様や６５歳以上の利用者様、生活習慣病の利用者様が多いた

め、毎朝のバイタル測定は欠かせません。利用者様の体調不良の早期発見に努めていま

す。体調不良等が見られた時は、保護者様へ連絡を取り、対応しました。

水虫や湿疹、アレルギー等の利用者様が多く、入浴後に軟膏塗布を行っています。

天候と利用者様の体調を考慮しながら、体力維持のため、散策に出かけました。

（５）食事の提供

利用者様の身体状況に合わせた食事提供を行っています。介助なしでは食事が出来な

い利用者様には、誤嚥を起こさないように留意しました。

高血圧や、肥満のため、食事制限の要望がありましたが、昼食だけの問題ではなく、

家庭での食生活に根本的な問題があるので、家庭での食事習慣を改めるようにお願いし

ています。利用者様には、ゆっくり、よく噛んで食べるよう支援を行っています。

利用者様には、食事前の手洗いや消毒を行うように指導しています。食前、食後の挨

拶とテーブル拭きは、食事のマナーとして行うように指導・支援しています。

４．建物・設備・備品等管理

昨年２月から壊れていた、１階トイレの配管の破損は、７月に貸主が修理しました。

エレベーターは、９月の定期点検で不備はありませんでした。

加湿器を不注意から破損させてしまい、購入しました。

個浴の特殊浴槽の不調が何度か見られ、部品交換を行っています。
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５．年間行事計画等

月 行 事 月 行 事

４月 創立記念日 １０月 音楽発表会

５月 わくわく探検隊（花見） １１月 避難訓練

６月 事業所大掃除 １２月 利用者様忘年会

７月 七夕祭り １月 初詣

８月 納涼会 ２月 節分 わくわく開設記念日

９月 わくわく探検隊（ドライブ） ３月 ひな祭り

６．研修計画

月 研修内容

４月 法人各事業所の事業内容について

６月 熱中症の予防と対応について

６月 個別支援計画書について

８月 障害の特性について

１０月 感染症の予防と対応について

１２月 生活習慣病について

１月 個別支援計画について学ぼう！Ⅲ

２月 虐待防止について
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共同生活援助事業所 すみれハイツ

１．利用者様の状況

１）支援区分 令和 ２年 ３月３１日現在

定員 現員 区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

男性 ０ １ ３ １ ０ ０ ５

１８ １０ 女性 ０ ０ ３ １ １ ０ ５

計 ０ １ ６ ２ １ ０ １０

平均区分：全体３．３ 男性：３．０ 女性：３．６

２）利用者の年齢

年齢 １８～ ２６～ ３１～ ３６～ ４１～ ４６～ ５１～ ５６～ ６１～ ６６～ 計
２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７５

男 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ５

女 ０ ０ ２ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ５

計 ０ １ ２ ０ １ ０ ２ １ １ ２ １０

平均年齢：全体５０．７歳 男性：５４．６歳 女性：４６．８歳 最少年齢：２９歳 最高年齢：７０歳

３）出身地

市 八 三 青 お 南 横 階
戸 沢 森 い 部 浜 上

町 市 市 市 ら 町 町 町 計
せ

村 町

男 ２ ０ １ ０ １ ０ １ ５

女 ２ １ ０ １ ０ １ ０ ５

計 ４ １ １ １ １ １ １ １０

４）月別施設利用状況 定員１８名

共同生活援助 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） ３５７ ３６７ ３６０ ３７２ ３３５ ３２７ ２ ,１１８

平均(人） １１．９ １１．８ １２．０ １２．０ １０．８ １０．９ １１．６

利用率（％） ６６．１ ６５．７ ６６．６ ６６．６ ６０．０ ６０．５ ６４．６

共同生活援助 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ３３７ ３１６ ３４５ ３０７ ２９０ ３１０ ４ ,００５

平均(人） １０．８ １０．５ １１．１ ９．９ １０．０ １０．０ １０．５

利用率（％） ６０．３ ５８．５ ６１．８ ５５．０ ５５．５ ５５．５ ５８．７
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２．年度重点目標状況

現在男性用住居に６名、女性用住居に２名空室があります。相談支援事業所、役所、

養護学校等の関係機関と情報交換や体験利用等の調整を行いましたが、新規利用者様の

確保には至りませんでした。個別支援計画に基づき、利用者様の生活を世話人・支援員

が連携を取り、生活支援に努めました。

３．利用者様支援

（１）生活支援

入浴支援や排泄支援、金銭出納の確認を行い、生活に支障が出ないように配慮しま

した。居室、トイレ、浴室掃除など、入居者様と一緒に行う事により、自立した生活

が遅れるように支援しました。

（２）地域生活援助

日用品や昼食の買い出し、理美容店の利用が一人では難しい方には支援しました。

町内会の清掃活動、お祭りなどには積極的に参加し、地域住民との交流を持ちました。

（３）健康管理

毎朝の体温測定、血圧測定を行い、健康管理に努めました。半年に１度の健康診断

を行っています。抗てんかん薬の飲み忘れにより、救急車で搬送されることが続いた

ため、服薬管理方法を改め、その後は発作は起きていません。

胆嚢炎と腸重積のため、緊急入院した入居者は７０歳と高齢でしたが、退院を数日

後にして脳梗塞を起こし、半身不随となったため退居されました。

（４）食事の提供

各グループホームの世話人が毎日腕を振るっている食事提供を行っているので、入

居者からの不満はありません。時々外食にも出掛けています。

４．建物・設備・備品等管理計画

入居者様、支援員、世話人が協力して、定期的に草刈りや排水溝の掃除などを行いま

した。クリスは木製の手すりには防腐剤を塗りました。

ベリー敷地内に竹が発生し、発見時にはその都度除去しました。

ベリーで使用していたストーブ、昇降式物干し機が動かなくなり修理をしました。

５．年間行事

休日は、自転車やバスを利用して、各自思い思いに過ごしていますが、交通機関を利用できない入居者

様は、支援員が施設車両を使って、買い物などに出かけています。

全員でバーベキューをしたり、地域のお祭りなどにも出掛けていますが、公共交通機関が乏しいため、

支援員が送迎しないと、本人が行きたいところに自由に行けないという現状があります。
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相談支援事業所 あかしや寮

１．重点目標報告

指定計画相談支援及び、指定障害児相談支援は、利用者様の意思と人権を尊重し、常に利用

者様の立場を意識して、訪問や面談を行い、保健・医療・福祉・就労支援・教育等、総合的な

面からサービス等利用計画書へ反映できるよう努めました。

必要に応じ、市町村、事業所との連携を図り、利用者様の希望に添えるよう努めました。

２．計画相談実績

(１)計画相談作成及びモニタリング件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計

計画作成 ４ １ ２３ ０ ２ ３ １ １ ０ ２ ０ ０ ３７

モニタリング ２ ５ ２６ ４ ６ １２ １ ５ １７ １１ ２ ６ ９７

合計 ６ ６ ４９ ４ ８ １５ ２ ６ １７ １３ ２ ６ １３４

(２)障害児計画相談作成件数及びモニタリング件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計

計画作成 １ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ７

モニタリング ０ ０ ５ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ３ １１

合計 １ ０ ９ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ５ １８

(３)計画相談以外(地域等からの相談)

毎月、おいらせ町役場障害福祉課へ実績報告を行いました。主な内容は福祉サービス

の利用に関わる相談でした。

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

件数 １ ３ ０ ２ ４ ０ ０ ３ ２ ４ ４ ３ ２６
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放課後等デイサービス事業所 キッズハウスピッピ

１．利用者様の状況

１）支援区分 令和 ２年 ３月３１日現在

区分なし

２）利用者の年齢

年齢 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 計

男 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２

女 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２

計 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ４

平均年齢：全体１１．５歳 男性：１１．０歳 女性：１２．０歳 最少年齢：８歳 最高年齢：１５歳

３）出身地

市町村 おいらせ町 三沢市 計

男 ０ ２ ２

女 ２ ０ ２

計 ２ ２ ４

４）月別施設利用状況 定員１０名

放課後等デイ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

延人数（人） ５０ ５４ ５５ ５５ ４７ ４２ ３０３

平均(人） １．９ ２．０ ２．２ ２．０ ２．０ １．６ １．９

利用率（％） １９．２ ２０．０ ２２．０ ２０．３ ２０．４ １６．８ １９．７

放課後等デイ １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延人数（人） ５１ ３６ ４６ ５４ ４４ ７２ ６０６

平均(人） １．８ １．３ １．８ ２．２ １．７ ２．７ １．９

利用率（％） １８．８ １３．８ １８．４ ２２．５ １７．６ ２７．６ １９．７
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２．年度重点目標達成状況

「できる事」「やってみたいこと」を大事にし、手作りの遊び道具などを一緒に制作

しその道具で活動しています。

定員１０名の確保が早急な課題であり、市町村の福祉課、近隣市町村の学校、特別支

援学校に広報紙を配布しています。その成果があり、小学校や保健師から相談を頂き、

利用することになりました。

今後は、地元の保育園や隣接している八戸市北部の小中学校に広報の配布を行い、新

規利用者を増やしていきます。

３．利用者様支援内容

（１）活動

１）創作活動

全国知的障害児者生活サポート協会主催のアールブリュット作品展、Art to you！

東北障害者芸術公募展に応募しましたが、入賞はできませんでした。

ＮＨＫハート展に２名の利用者様の詩を応募しましたが、入賞はできませんでした。

その他、季節の行事に合わせて、クリスマスツリーの飾り、張り子の雪だるま、年

賀状や節分の鬼のお面を作りました。

利用者様全員で協力して、牛乳パックのブロックを使って、セラピー犬のハウス作

りも行いました。利用者様一人ひとりの特性や好きな活動に合わせて、絵の具で色を

塗り、シールや折り紙でお花を作り、ハウスに飾りました。

２）調理活動

ホットケーキ、簡単ピザ、フルーツクレープ、お好み焼き、焼きそば等、役割を分

担して調理しました。

たこ焼き作りは、２回行ったことで、作業の流れがわかり、利用者様が自ら生地

を流し入れ、好きな具材を選んで、たこ焼きを転がして焼くことが出来るようになり

ました。

３）園芸活動

主な栽培

・ひまわり …成長観察、苗の植え付け、背比べ、種子収穫

・ブルーベリー …成長観察、収穫、ジャム作り

散策やその他の活動時に、あかしや寮敷地内やキッズハウスピッピ敷地内の花や植

物に目を向け、四季を感じることができました。

庭でのボールを使った運動の際、ボールが花壇に入らないように力加減をして花壇

にボールが入った時は、花を踏まないようにゆっくりと足を運び、お花や植物を大切

にしようという配慮ができるようになりました。また、自主的に四つ葉のクローバー

探しや様々な形の枯れ葉探しを行い、自然に対して興味を示していました。
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（２）遊び

１）屋外遊び

学校休業日には、鬼ごっこや交代でバドミントンを行うなど、体力作りを行いまし

た。遊びを通して協力し、譲りあうことを学んでいました。

２）室内遊び

トランプ、かるた、ブロック遊びは、集団で行っています。一人遊びは、鑑賞され

ないように、活動場所を提供しました。

他の利用者様が使用している玩具で遊びたい時には、「貸してください」と声をか

け、一緒に遊びたい時は、「仲間に入れて」と言葉にして意思表示できるようになっ

てきています。

（３）生活訓練

１）挨拶

来所時には、率先して職員が「おはようございます」や「お帰りなさい」と声をか

けています。それに対して玄関に入ってくると、大きな声で「おはようございます」

や「ただいま」と挨拶をし、入ってくる他利用者様に「おはようございます」や「お

かえりなさい」と挨拶をしています。

食事の時にも、各自「いただききます」「ごちそうさまでした」の挨拶ができてい

る上、利用者様全員で揃って挨拶ができる日も増えました。

発語のない利用者様はお辞儀、手を合わせるなどの身振りで挨拶できています。帰

宅する際には、必ず挨拶をしてから帰っています。

２）手洗い、うがい

来所後、屋外活動後、食事、おやつの時には、必ず手洗い・消毒を行なっています。

時々、手洗いが雑になることもありましたが、洗面所に手洗いの順番を絵で掲示し、

利用者様が確認できるようにしています。

ブクブクうがいやガラガラうがいが苦手な利用者様もいますが、口に水を含んで吐

き出すことができています。

新型コロナウイルス感染防止のために、手洗い、手指消毒が予防策として重要にな

ってきます。個別に指導を行い、身に付けることができるよう援助しています。

３）食事

学校休業日や行事等で午前中に授業が終わる時は、あかしや寮の給食を利用される

利用者様やお弁当を持参される利用者様がいます。感染症予防対策のため、全利用者

様が事業所内で食事を摂っています。

食事中は、姿勢が乱れたり、咀嚼回数が少ない方に対して、その都度、分かりやす

い動作や方法でお手本を見せています。

食事の前には、手洗い・消毒を行い、食事の後には歯磨きという流れに沿って、動

くことができています。
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（４）地域交流

学校休業日には、地域の社会資源を活用して活動を行いました。七戸駅見学、三沢

航空科学館、スーパーでの買い物、ダイハツスタジアム見学、マクドナルドでの新年

会、白鳥観察等を通し、地域の方々と交流することができました。

ダイハツスタジアムでは、バンラーレ八戸の選手が練習しており、利用者様が「が

んばれ～」と声をかけると手を振り「ありがとう」と答えてくれました。サッカーが

大好きな利用者様は「おれ、サッカー選手になる」と大喜びでした。

マクドナルドでは、自分で食べたいメニューを決め、注文し、支払いまで行いまし

た。店内にあるプレイランドで、訪れていた児童達と滑り台の順番をお互い譲り合い

遊んでました。これからも、社会経験の幅を拡げることができるように、積極的に地

域と交流できる活動を取り入れていきます。

（５）余暇の提供

季節を感じて頂くことができる余暇活動を行いました。お花見、こどもの日のお祝

い、七夕飾りの製作、公園での水遊び、ソリ滑り大会、年賀状製作（ご家族、学校の

先生に発送）新年会等を行いました。季節に応じた活動を行うときは、（こどもの日、

七夕、年賀状、新年会等）は、何故行うのか由来を説明しています。

４．情報公開

放課後等デイサービスガイドラインに基づき、８月に「保護者向け放課後等デイサ

ービス評価」「事業者向けサービス自己評価」を行いました。集計時に問題点、改善点

を見いだし、職員間で改善策を考え、その結果を法人ホームページにて公表しました。

利用者様とご家族に満足していただけるよう、質の高いサービスを提供できるよう取

り組んでいきたいと思います。

５．広報紙

年に４回広報紙「きょうも元気だっ！ピッピーズ」を発行しました。日々の楽しい活

動が伝わるように内容を工夫しました。近隣、小中学校の支援学級、保健センター、福

祉事務所、利用者様に配布しました。

イオン下田内にも置いてあり、どなたでも気軽に持ち帰る事ができます。広報を通じ、

事業所のＰＲにも繋げて行きたいと考えています。
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６．年間行事

月 行事 取り組み内容

４月 お花見 三沢中央公園に行きました。あいにく小雨の天気でした。

５月 こどもの日お祝い 手作りの冑を身に付け、気比神社にお参りしました。

６月 お弁当持って 三沢航空科学館に行きました。大空広場のテラスで持参し

ハイキング ている手作りのお弁当を食べました。

７月 七夕 七夕飾りを作り、短冊には各自願い事を書きました。

８月 夏休みだ！ 海には行きませんでした。親水公園で全身ずぶ濡れになり

海に行こう ながらも思いっきり水遊びを楽しみました。

９月 収穫祭 ジャガイモ等作物の植え付けをしませんでした。花壇にあ

るブルーベリーの収穫をしました。

１０月 ピッピ１周年記念 室内の装飾作りを行いました。当日は、おやつを食べてお

祝いと記念撮影を行いました。

ひまわり種収穫 ひまわりの種を収穫しました。

１１月 チューリップの 当日、利用者様の利用がなかったため、職員が行いました。

球根植え付け

１２月 年賀状作成 保護者様、担任教諭宛てに年賀状を作成しました。ポスト

スタンプラリー まで歩いて行き、一人ひとり投函しました。

（イオン下田 「アナと雪の女王」のスタンプラリーに参加し、シールや

イベント参加） キーホルダーを貰いました。

１月 すごろく大会 景品付き（おやつ）のすごろく大会を行いました。

マックで新年会 マクドナルド三沢店に行き、ハッピーセットを注文し、新

年のお祝いしました。

２月 カレンハウス作り レンガに見立てた牛乳パックに絵を描いたり、シールを貼

間木公園 ったりして飾り付けを行いました。

（白鳥観賞） 間木公園にて、白鳥観賞や餌やりを行いました。

３月 カレンハウス 完成をジュースで乾杯してお祝いしました。
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７．研修計画

月１回研修を行う事により、職員間での様々な共通理解を深め、支援の質の向上に繋

げることができました。

月 研修内容

４月 合理的配慮とは

５月 発達障害について

６月 発達障害の特性や対応の仕方について

７月 発達障害のある子どものかんしゃくについて

８月 発達障害に関する母の主観的独創的解釈

９月 発達障害のこどもへの声がけ

１０月 ＳＳＴファーストレベル研修報告会

１１月 自立課題

１２月 ＬＤ・ＡＤＨＤのためのＳＳＴ

１月 個別支援計画書について学ぼう！Ⅲ

２月 感覚統合

３月 仲直りの握手


